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＜連絡事項＞

・職員健診が明日までとなっています。採血などがまだの方は明日までに行いましょう。

・院内研修が今日・明日で行われます。参加出来る方は参加しましょう。

・医療安全対策委員会～10月1日より医療事故調査制度が始まっており、現在、精神科に特化したマニュアルを作成中です。今月中には各病棟に配布する予定です。

＜患者様連絡事項＞

・松川　順子様～本日、三浦ＰＳＷと医事へ行き、医療費返還金29160円を受け取りました。その中から病棟から借りていた電話代40円を返却し、残りは本人の希望もあり医事の金庫で管理しています。受け取った返還金については、明日、三浦ＰＳＷと必要な日用品を購入してからお小遣いを決めて行くことで本人と三浦ＰＳＷで決めています。

＜注目患者様＞

・宮本　建蔵様～本日、午後に「カホゴしたみたいですけど私はどうしたら良いのでしょうか？」と表情硬くしながらスタッフに訴えてくることがありました。スタッフが内容を問うと、他人が自分のことを警察に連絡したから警察が来る、ということでした。その後も「自分がここにいるとチョウモンカイの人が出られないって」「部屋に居るとトウシ(透視)がひどくて」と幻聴・妄想様の話をしています。スタッフが話しを傾聴し、スタッフの見える所で過ごすよう伝えられると落ち着くことが出来ています。

　　　　　　　　本人の精神状態や幻聴・妄想に左右された行動の有無を確認していきましょう。

＜田名部Ｄｒケース検討＞

・袴田　将志様～日中の眠気が強く、離床困難や活動に集中出来ないことが続いています。本人の様子をみながら、本人の興味を引き出せるような関わりをしていきましょう。

診察→主治医の質問に対し「左脳はあまり気にならないですね」と返答しています。眠気については「今日はいくらか眠気があるがメイラックスを飲んでからはいい感じです」と返答しています。

　　　　　　　　メイラックスの継続処方の希望あり、同内容で処方されています。

・伊藤　義彦様～他科受診についてはまだ御家族から連絡がありません。スタッフから御家族に連絡をしていきましょう。

　　　　　　　　間食量については自分でコントロール出来ています。

診察→精神的には「とくになんともないです」と落ち着いた口調で話しています。間食の摂取量の確認には「はいわかりました」と淡々としています。

　　　　　　　　他科受診のための情報提供書を主治医より作成していただいています。

・鈴木　勝彦様～23日(金)9：00～16：00に金田ＰＳＷ付き添いで青山荘体験利用に行きます。他者交流は見られず臥床傾向は続いていますが、不安等の訴えなく落ち着いて過ごしています。

診察→体調については「別になんともないです」と淡々と返答し、苛々感の訴えもありません。

　　　　　　　　青山荘体験利用については「わかりました」と返答しています。







